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ハプ比が0.6 ， 0.75および0.9である場合について実験を行ない 二次流れを五孔ピトー管で測定し
た。さらに，流れ方向のうず度成分を理論的に求めて，これが誘起する速度を計算することにより実
験結果の傾向を説明した。
その結果，以下のことが明らかとなった。(1)翼列の下流には流路うずに基づく広範囲にわたる二次
流れ運動と，翼の後流中の随伴うずおよび半径二次流れに基づく流れが存在して，この旋回運動の流
量はハプ比が増すにつれて減少する。 (2)壁画境界層を除く流路の大部分の領域では，二次流れのため
に流出角は設計値より小さくなり，ハブ比の増加はこの流出角減少をより著しくする。 (3)壁面境界層
内の損失は翼の腹面側から背面側ヘ向けて増し，翼後流中には壁面からやや離れた位置に損失の高い
コア領域がある。ハブ比が増すと後流中の損失が高まる。 (4)翼列から流出する二次流れの旋回運動エ
ネルギーの翼列ヘ流入する運動エネルギーに占める割合は，ハプ比の増加とともに増す。 (5)設計流量
時における送風機の静圧上昇量は，ハプ比が 0.8程度以上になると急激に低下する。
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論文の審査結果の要旨
本論文は軸流ターボ機械の翼列部に生ずる二次流れを扱っている。著者は内胴径を変え得る軸流送
風機について静翼列の下流におけるこ次流れの強さにハプ比が及ぼす影響を実測し，また曲がり流路
理論を適用して二次流れを理論的に解き実験結果の傾向を良く説明している。著者は静翼列の下流に
4 種類の二次流れ成分が存在することを実証し，ハブ比が増すにつれて二次流れが強まり， したがっ
て静翼列による転向角は設計値ほどのものが得られなくなることを明らかにしている。この現象はあ
る程度のハブ比以上になると急速に進行して性能が急落することを示し 設計に当って所期の転向角
を実現するように翼のそり角を大きめに選ぶ必要性を示唆している。軸流ターボ機械の性能向上を図
るうえで重大な院路となっている二次流れ問題に対して，従来，損失推定法については多く研究され
ているが，いま 1 つの重要な側面である流出角減少に基づく流動状態の狂いがもたらす性能低下を
論じたものは極めて数少なし )0 著者の研究は重要な設計凶子であるハブ比がこの狂いに及ぼす影響を
明らかにした点でその結果は貴重であり この分野に新らしい知兄を加えるものである。よってこの
論文は博士論文に価するものと必める。
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